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論　文

京都帝国大学における式典の制度的確立過程
―創立記念式と卒業式を中心に―

はじめに
　戦前の京都帝国大学では現在より様々な全学的

式典が実施されていた。式典には秋季皇霊祭や新

嘗祭といった明治国家によって編成された祭日を

大学の祝祭日（休業日）に設定し祝意を表するも

のと、京大の創立を祝する創立記念、それから教

育制度上の節目を祝する入学宣誓式と卒業式（卒

業証書授与式）があった。これらの式典のうち創

立記念式、入学式、卒業式は現在も続いており、

大学の学年暦として制度化されている。しかし、

現在当然のように挙行されている３つの式典も、

京都帝国大学時代にはそうではなかった。入学宣

誓式は入学時に必ず実施されるとしても、創立記

念式と卒業式が慣例として定着するまでには時間

を要した。

　近代日本における最初の大学として1877年に

設置された東京大学の場合、開設直前に大学記念

日の日程が議論されているが、大学記念日をめぐ

る議論の本質は大学成立の意義の解釈という点に

見て取れる（1）。また同じく東京大学で 1879 年に

学位制度が具体化されると卒業式や学位授与式の

形式や内容にも大きな影響を与えたとされること

から（2）、卒業式は学位授与権を有するという近代

大学の存立意義が具現化されたものと見ることが

できよう。どちらの式典も大学設立の原点に通底

する重要な行事であったからこそ、これらの式典

の制度的確立は大学の運営が創立から一定の段階

に達したことを示唆するものと考えられる。

　本稿では明治・大正期の京都帝国大学における

創立記念式と卒業式の変遷をたどり、両式典の制

度的確立過程を跡付けることを目的とする。２つ

の式典挙行が慣例として定着するまでの経緯や問

題、そして確立時期を検討することで京都帝国大

学の制度的基盤の形成過程を明らかにする一助と

したい。

　なお、本文中では紀念と記念の表記は区別せず

記念に統一した。また引用する資料は読みやすさ

を考慮し現代仮名に改め、旧字は新字に改めた。

１．７月学年始期制
１-１　創立記念祝式と卒業式の開始

　創立時の京都帝国大学（以下、京大）では1897

年の分科大学通則（達示第３号）により、秋季と

春季の２学期制で「学年ハ七月十一日ニ始マリ翌

年七月十日ニ終ル」と定められた（3）。７月 11 日

から９月10日までは夏季休業のため、実質的な学

年始まりは秋季学期の授業が始まる９月だが、制

度的には７月であった（4）。まずは「７月学年始期制」

における京大の創立記念式を見てみたい。

　創立１周年を目前に控えた 1898 年６月 14 日、

創立記念祝日規程（達示第４号）が制定された。

同規程では毎年６月18日を京都帝国大学創立記念
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祝日とすること、当日には京大設置に関わる帝国

大学令第１条および勅令第209号第１条・第２条

を捧読することが規定された（5）。同規程に基づき

第１回創立記念祝式が６月18日に挙行され、職員

と学生が参列した。職員はフロックコート、学生

は制服制帽着用が義務づけられ、式は総長による

勅令の朗読、「天皇陛下皇后陛下皇太子殿下万歳」

の連唱、職員総代の祝辞、学生総代の祝辞、「京

都帝国大学万歳」の連唱の順に執り行われた（6）。

　当日の会場は不明であるが、1899年に本部構内

西側に附属図書館が完成すると翌年から図書館閲

覧室が創立記念式典の会場となった。式典挙行は

閲覧室の副次的機能に過ぎないが、学内施設が不

十分であった創立期において天候に左右されずに

式典を挙行できる会場ができた意義は大きく、卒

業式も図書館閲覧室で挙行されるようになる。

　第１回卒業式は1900年７月14日に開催された。

式には来賓として皇族、文相、東京帝国大学総長、

文部省関係者等が参列し、木下広次総長が卒業生

29名へ卒業証書を授与した後、優等卒業生２名（理

工科大学土木工学科井上秀二、機械工学科堀覚太郎）

へ恩賜品（銀時計）が授与された（7）。その後、総

長の祝辞、卒業生総代の答辞、文相の祝辞が執り

行われた。

　京大の卒業式の開催日や実施要領は東京帝国大

学に倣ったものと推測される。当時９月学年始期

制を採っていた東京帝国大学では年度末にあたる

７月13日に卒業式を挙行しており、京大の卒業式

はその翌日（７月 14 日）にあたる（8）。また東京

帝国大学では前年の卒業式から天皇が臨幸し優等

卒業生へ銀時計が下賜されており、京大では天皇

臨幸は実現しなかったものの第１回卒業式から優

等生への褒賞制度が導入されている（9）。ただ、東

京帝国大学と異なり科目制を採用していた京大で

は、学生は必要科目の単位を全て取得し規定の試

験に合格すれば卒業できるため、７月以外に卒業

する者もいた。

　第２回以降の卒業式にも特に変化は見られない

が、木下総長から久保田譲文相へ宛てた1904年

６月８日付文書では、京大では卒業時期が学年末

とは限らずこれまでそれぞれの学生の卒業時に証

書を授与しており、７月卒業だけ盛大な式典を挙

行する意味はないとして、卒業式の廃止を申し出

ている（10）。これに対し文部省側は明確な意見を示

さなかったが（11）、この年京大では卒業式の実施が

確認できないことから挙行されなかったと思われ

る（12）。

１-２　創立記念祝式日程への異論

　創立５周年を目前に控えた 1902 年６月２日、

創立記念祝式を都合により延期する旨の告示がな

された（13）。延期の理由は、前月５月22日に織田

万（法科大学）、坪井次郎（医科大学）、中沢岩太（理

工科大学）の各分科大学長が連名で木下総長へ提

出した、式典延期の上申書であった（14）。上申書に

よれば、７月学年始期制のもとでは６月の学年末

には科目試問や卒業試問が多く行われ「教官学生

共に心中平時に無之折柄（15）」であるという。さら

に式典開催は形式的な面が強く、通常の業務の遂

行に障害がある上、真の祝意を表するに至らない

感が強いとも述べている。

　こうして1902年６月18日の創立記念祝日は祝

意を表して休業としたのみで、式典は開催されな

かった（16）。上申書では10月18日への延期を申し

入れていたが（17）、10月16日の評議会では創立記

念祝式を無期延期とすることが決定し（18）、翌年、

翌々年も式典は開催されなかった。

２．９月学年始期制
２-１　京都帝国大学祝日式の開始

　1904年９月１日に通則が全面改正されると、学

年については「九月十一日ニ始リ翌年九月十日ニ

終ル」と定められ、京都帝国大学創立記念祝日は

京都帝国大学祝日と名称を変え４月１日となった。
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大学の創立日（６月18日）とは別に創立を記念す

る祝日（４月１日）を設け、祝日に式典等を行う

という方法が採用された背景には、1902年の上申

書の存在があるだろう。こうして４月１日には京

都帝国大学祝日式（19）（以下、祝日式）という式典

が挙行されることになったが、祝日式は前年度内

に卒業した学生の氏名報告と創立記念を併せたも

ので従来の創立記念祝式と卒業式は廃止されるこ

ととなった（20）。

　祝日式の開催に向けて、1905年１月に「本学祝

日における祝式執行に関する委員会」（以下、祝

式委員会）が設置された。総長の指名により委員

長は村岡範為馳（理工科大学教授）、委員は法科

大学長、京都医科大学長、理工科大学長、附属医

院長、教授８名、学生監、書記官の合計15名で構

成された（21）。同月19日の祝式委員会では協議の

結果、次の５点が決定されている（22）。

　一、 四月一日本学祝式ニハ運動会ノ事業ハ全ク

加ヘザルコト

　二、 当日午前祝式ヲ執行スルコト

　三、 式後（正午）来賓ニ茶菓ヲ供スルコト

　四、 当日午後来賓ニ学内一般ヲ縦覧セシムルコ

ト　又通俗的演説会開催スルコト

　五、 当日夜職員学生一同宴会開クコト（但酒ス

ルメ位ノコト）

　従来より卒業式には皇族や文相をはじめとして

多くの来賓が参列しており、祝式委員会の協議事

項に見られる運動会の事業や学内縦覧、演説会の

開催などはこれらの来賓を念頭に置いた議論であ

ろう（後述）。その他、学生からも余興として何

か催しを実施したいという「面白キ意見」が寄せ

られており、石川一学生監が取りまとめて次回の

委員会で参考意見として提出することとなった（23）。

学生の間でも祝式開催に関心があり、祝式委員会

にも学生の意見を歓迎するような雰囲気があるこ

とから、当時学内では祝式や関連事業を開催する

機運が高まっていたと見られる。

　1905年４月１日の第１回祝日式には、文相（文

部次官代理）、貴族院議員、第三高等学校長、京

都市長、府市立学校長、府市会議長、市参事会員

など約150名が来賓として参列した（24）。式は午前

９時から開始され、優等卒業学生への恩賜品授与、

総長演説、文相祝辞が執り行われた。従来の卒業

式と異なる点は、卒業生一人一人への証書の授与

は行わないこと、また式当日に恩賜品の銀時計を

携帯した侍従が参列するようになったことである。

　木下自身は新しく始まった祝日式を、前年来の

卒業学生を披露し京大の活動を報告する場と捉え

ていた（25）。当日、大学は来賓に卒業生一覧を配布

し、式典開始前には前年度卒業生氏名を読み上げ、

総長演説でも各分科大学の教育や研究について逐

一報告するなど（26）、熱心に成果報告を行っている。

教官の研究事項が一般へ発表されたのは初めてだっ

たようで、このような京大の動きについて当時の

新聞では「大学は学生に教授するのみでなく学芸

を研究する場所であることを周知せしめた」と報

じている（27）。

　文相祝辞は、代理出席した文部次官木場貞長が

読み上げた。日露戦争開始から１年が経過した現在、

国家の前途は多事で国家に必要な人材養成が急務

であるとし、帝国大学に対する大きな期待を示す

内容であった（28）。

　式典終了後、別室で立食の饗応を受けた来賓は

その後各分科大学を観覧し、午後１時からの尊攘

堂例祭（29）にも引き続き多くの来賓が参列してい

る（30）。午後２時からは法科大学東教室において職

員学生一同が参加して創立記念祝賀会と戦捷祝賀

会が挙行された。戦捷祝賀会は日露戦争の戦況を

受け２月末に祝式委員会が発案して実現したもの

であり、君が代の演奏、総長演説の後、陸海軍に

対する感謝状が決議された（31）。
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２-２　来賓向けの催し

　祝日式は恩賜品の下賜と来賓の参列によって、

京大創立の意義や教育の成果を学外に表明すると

ともに権威付けの場ともなったと言える。それゆ

え式当日に来賓に何を示し何を見せるのかという

点は、祝式委員会でも慎重に検討されていたよう

である。

　改めて１月19日の祝式委員会での協議結果を見

ると、来賓向けの催しとして運動会の事業が検討

されている。運動会は 1898 年に設置され、総長

を会長、学生を正会員とし運動に関する部を束ね

るとともに運動大会を挙行する主体であった（32）。

木下総長は「士気の振作」と「体育の奨励」を目

的として運動大会の開催を奨励し、1899年から毎

年４月３日に開催されており（33）、同年６月 18 日

の第２回創立記念祝式後には射割や草鹿、ローン

テニス等の競技が行われたことが確認できる（34）。

　当時、東京帝国大学をはじめ全国各地の学校で

も運動会という催しは実施されていたようである。

しかし運動会はそもそも海外発祥の教育文化であ

り、日本の学校では目的や主旨が必ずしも理解さ

れないまま余興的に開催される向きがあった。木

下総長は運動大会の本質を娯楽的要素が強いもの

と教育的要素を重視したものに区分し、前者を「恰

かも神社仏閣に縁日祭礼の伴ふが如し（35）」と批判

的に見ていた（36）。

　祝式委員会で運動会による事業が検討されたの

は、当時の京大で運動大会が大学の重要な教育活

動の一つと位置づけられていたからこそであろう。

結果的に実現しなかった理由を示す資料は管見の

限り不明であるが、運動大会の目的や意義が来賓

に「正しく」理解されないのではと懸念された可

能性もあろうし、運動大会の教育的意義について

木下自身も検討段階であったためであろうと推測

される。

　その他、祝式委員会で検討された来賓向けの講

演会も、理由は不明だが実現しなかった。来賓向

けの催しについては翌年以降も祝式委員会の重要

な議題の一つになっていく（37）。

２-３　学内観覧の開始

　1905年には創立記念祝式関連事業として一般向

けの学内観覧が実施された。４月２日に図書館と

医院を除く学内の教室が午前９時から午後４時ま

で一般へ公開され、以後、1912年まで京都帝国大

学祝日には各分科大学の教室が一般へ公開された。

　その際必ず観覧券が必要とされたが、1905年の

場合、京大が発行した観覧券は5,000枚であった。

その内訳が記された資料によれば、来賓宛招待状

の一部へ同封（900 枚）、職員に配布（高等官に

300枚、判任官以下は320枚）、学生へ配布（3000

枚）とある（38）。観覧券は一人につき複数枚配布さ

れており、学内関係者およびその関係者へ行き渡

るものと推測される。1905年に限らず観覧券の７

割から８割程度は職員及び学生へ配布されていた

【表１】。

　観覧者は学内者（職員、学生）も学外者も観覧

券の携帯が必須であったが、一部の学生生徒は例

外であった。学内観覧の案内状が第三高等学校、

京都高等工芸学校、京都府師範学校、第一中学校、

第二中学校、医学専門学校、商業学校、美術工芸

学校、染色学校、同志社、京都法政大学など周辺

学校へ送付されているが、案内状には観覧希望者

は制服制帽着用で履物は靴か草履、職員の場合は

職名を書いた名刺の持参が指示されている（39）。彼

表１　創立記念事業における学内観覧券配布状況
開催年 用意された総数 学内配布数（％）
1905年 5,000 3,620（72％）
1906年 6,000 5,201（87％）
1907年 6,000 4,861（81％）
1908年 6,000 4,759（79％）
1909年 6,000 5,160（86％）
1910年 6,000 4,765（79％）
1911年 7,000 5,219（75％）
1912年 7,500 5,597（75％）

注）『記念祝式関係書類』より作成。
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らは観覧券は不要で制服や名刺で受付を済ませる

ことができた。

　以上から観覧券の配布先の大半は学内とその関

係者であり、それ以外の一部の学校関係者は観覧

券不要という待遇であったことから、京都帝国大

学祝日の学内観覧は主に京大の学生と京都市内の

中学校以上の学生生徒を対象として始まった事業

と言える。当時の新聞報道によれば事業は大変な

盛況だったようで、1906年４月２日の学内観覧で

は観覧者が引きも切らず訪れ、観覧者は万をもっ

て数えられるほどであった、とも報じられている（40）。

その他の年も「頗る縦覧者多かりしよし（41）」（1909

年）、「観覧者踵を接して雑踏を極め（42）」（1910年）、

「特に珍しき実験場の前には黒山の如くに群集し

容易に歩行捗らざる程（43）」（1911年）などと報道

されている。

２-４　創立10周年記念式典

　1906年に文科大学が設置され、創立当初に予定

されていた理工・法・医・文の４つの分科大学が

揃った翌年、京大は創立10周年を迎えた。1907

年４月１日には祝日式が午前９時より図書館閲覧

室で開催された。木下総長が創立10周年記念式典

で述べた式辞の草稿からは、10年間の大学運営の

実績をどう評価するか検討を重ねた跡が見られる。

木下は開学から10年間で帝国大学としての完全な

形態を備えるに至ったと運営に一定の評価を下し、

大学の設立を「創業の時期」と「潤色の時期」に

区別した上で、創業はだいたい達成したとする。

一方で設置後間もない福岡医科大学や文科大学の

充実を図るため、もうしばらくは「創業の時期」

とも考えていた（44）。

　祝日式終了後、午後からは同じく図書館を会場

として職員と学生による祝賀式が開催され、祝賀

式では木下総長の肖像画が披露された（45）。

２-５　創立記念講演会の開始

　1907年４月２日には創立10周年記念事業とし

て午前９時より図書館で講師４名による記念講演

会が開催された。木下総長は京大設立当初に京都

の高等教育機関と連携した「学術演説会」を開催

する構想や（46）、専門教育と普通教育を繋ぐ「通俗

懇談会」を実施する意向を示すなど（47）、学外に開

かれた講演会開催に意欲的であったと見られる。

実際に創立記念講演会を開催する直接の契機となっ

たのは、寄宿舎の学生達が総長へ提出した申入れ

のようである。

　申入れによると寄宿舎生らは祝杯の行事で配布

されている酒や折詰の量を見直すこと、浮いた費

用で祝日式当日の午後に講演会を開き各分科大学

教授の講演を実施することを希望していた（48）。祝

杯の行事は祝式委員長である村岡理工科大学教授

の提案で前年から始まったものであり、祝日式当

日の夕方、職員学生生徒が寄宿舎前に参集し、祝

杯を奉じ「京都帝国大学万歳」を三唱するという

ものだった。その他、申入れでは祝杯を開催する

時間帯についても、祝式終了後の午前中に終わら

せ夕方には大学大茶話会を開催すること、各分科

大学教室を全て公開し一般公衆に縦覧させること

などを要望している。祝式委員会ではこれらの申

入れを検討した結果、祝杯行事の時間帯変更、酒

量・折詰の数の制限、講演会の実施について採用

することを決定した（49）。

　こうして創立10周年記念事業を機に京大では創

立記念講演会が開催されることとなった【表２】。

題目を見ると一般の参加を意識した平易なものが

多いが、実際の参加者は多くが分科大学生であっ

たと見られる。

　学内観覧同様、講演会は聴講券を携帯する者の

みが入場することができた。1907年に京大が配布

した聴講券は4,140枚で、うち学内は3,575枚、学

外は565枚であり（50）、圧倒的に学内配布分が多い。

学外の配布先を詳しく見ると、第三高等学校・医
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表２　創立記念講演会題目一覧
開催日 講演題目 講演者

1907年４月２日

改正刑法の二三点
検屍の目的とその方法
水力の話
耶蘇教における仏

法科大学教授勝本勘三郎
医科大学教授岡本梁松
理工科大学教授田辺朔郎
文科大学教授松本文三郎

1908年４月１日 母音の理
民族性の脱離及排異

理工科大学教授村岡範為馳
法科大学教授末広重雄

1908年４月２日 呼吸の生理
道教の道徳に就きて

医科大学教授和辻春次
文科大学教授狩野亨吉

1909年４月１日 燃焼論
社会経済と社会道徳

理工科大学教授近重真澄
法科大学教授田島錦治

1909年４月２日 世界に対する地理上の知識
毛の談

文科大学教授小川琢次
医科大学教授足立文太郎

1910年４月２日
彗星の話
東西洋の語族
日本の財政の国際的地位

理科大学教授新城新蔵
文科大学教授新村出
法科大学教授神戸正夫雄

1911年４月１日 市町村制改正案に就て
子安観世音に就て

法科大学教授市村光恵
文科大学教授榊亮三郎

1911年４月２日 電気製造工業
天寿の説

理工科大学教授吉川亀次郎
医科大学教授松下禎二

1912年３月１日 欧州列国並立の真相
上水と下水

文科大学教授原勝郎
理工科大学教授大井清一

1912年３月２日 軍備縮小の一手段
生体に於ける医学的試験

法科大学教授末広重雄
医科大学教授速見

1913年３月１日 生か死か
工業界に於ける日本の地位

医科大学教授石川日出鶴丸
理工科大学教授堀覚太郎

1913年３月２日 支那人の国民性
貧少年自治団と社会改良

文科大学教授桑原隲蔵
法科大学教授小川郷太郎

1914年３月１日 空気の液化
精神神経病の予防

理工科大学教授近重真澄
医科大学教授今村新吉

1915年３月１日 選挙の話
欧州近代の絵画に就て

法科大学教授佐藤丑次郎
文科大学教授深田康算

1916年３月１日 欧州戦争と我化学工業
小児期より青春期へ

工科大学教授中沢良夫
医科大学講師笠原道夫

1917年３月１日 上田秋成
地震及震波

文科大学教授藤井乙男
理科大学教授志田順

1918年３月１日 米国に於ける監獄及感化事業
空気と衛生

法科大学助教授山田正三
医科大学教授戸田正三

1919年３月１日 伊太利の古市ポムペイ及びヘルクラチウムの発掘
戦後の飛行機

文学部教授浜田耕作
工学部教授浜部源治郎

1920年３月１日 あみーば
家族制度の問題

理学部教授池田岩治
法学部教授河田嗣郎

1921年３月１日 輓近立法の趨勢に就て
屈折異常（主として近視遠視）の話

法学部教授菅原眷二
医学部教授市川清

1922年６月19日
戦後の欧米
身体の庇護及鍛錬に就て
欧米再遊感想

法学部教授佐藤丑次郎
医学部教授島薗順次郎
工学部教授渡辺俊雄

1922年６月20日
唐朝の進士
集産主義の短所及実行難
相対性原理に就て

文学部教授鈴木虎雄
法学部教授田島錦治
理学部教授玉城嘉十郎

1923年６月18日 社会的正義について
無線電話

文学部教授藤井健治郎
工学部教授鳥養利三郎

1924年６月18日 民主主義の概念と国政の実権
熱イオン現象

経済部教授河田嗣郎
理学部教授吉田卯三郎

1925年６月18日 黴の生活と植物の病気
二十世紀初頭に於ける二大社会革命

農学部教授逸見武雄
法学部教授森口繁治

1926年６月18日 和洋音楽の音階の話
和洋風住宅の話

医学部教授正路倫之助
工学部教授藤井厚二

1927年６月18日 生物学上より見たる近親婚と雑婚
土地国有問題の歴史的意義

理学部教授駒井卓
文学部教授三浦周行
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学専門学校・高等工芸学校・第一中学校・第二中

学校・同志社等へ計450枚、来賓へ100枚、残り

は府庁や市役所、区役所、郵便局、地元新聞社な

どであった（51）。会場となる図書館閲覧室の収容能

力をはるかに上回る聴講券を配布しており、配布

には広報的な意味合いも含まれていただろう。創

立記念講演会は一般参加者にも門戸を開いたとい

う点で、その後一般向けを前提に開始されるよう

になる夏期講演会や医科大学の講習科の先駆け的

催しでもあった。

　創立記念講演会は、本部構内に法科大学大講堂

が竣工すると1909年からは会場を法科大学大講

堂へ移し実施された。1912年10月に理工科大学

本館が火災で焼失すると翌年のみ会場を学生集会

所へ移し、1914年からは再び法科大学大講堂が会

場となった。

　こうして創立10周年を迎えた1907年の京都帝

国大学祝日には、祝日式に加えて学内観覧と講演

会という全学規模の行事も開催され、構内は学外

者も行き来する賑やかな空間と化した。

２-６　卒業式復活と祝日式のその後

　木下総長の後任として1907年10月に学習院御

用掛の岡田良平が総長に就任すると、岡田は徳育

重視の方針を表明し、卒業式の執行を含む一連の

提案を評議会へ行った。こうして卒業式の執行が

1907年11月の評議会で決定されると（52）、翌年か

ら再び７月14日に図書館閲覧室で卒業式が執り行

開催日 講演題目 講演者

1928年６月18日 滋養食物とはどんなものだろう
我国の所得税と其の諸問題

農学部教授近藤金助
経済学部教授神戸正雄

1929年６月18日 刑法改正の運動
スポーツと心臓

法学部教授滝川幸辰
医学部教授真下俊一

1930年６月18日 鉄道と其軌間
文化と頽廃

工学部教授滝山与
文学部教授野上俊夫

1931年６月18日 生物進化の跡
近世封建社会より明治維新へ

理学部教授岡田要
経済学部教授本庄栄治郎

1932年６月18日 ツンドラの利用とツンドラ地帯開発
現代社会生活と法律

農学部教授志方益三
法学部教授末川博

1934年６月18日 平均人
ギリシヤの今昔

医学部教授舟岡省五
工学部教授森田慶一

1935年６月18日 バルザックの軍人小説
室戸台風と津波並琵琶湖異変

文学部教授太宰施門
理学部教授野満隆治

1936年６月18日 茶の香気
人の祖先は紙か土か

農学部教授武居三吉
経済学部教授作田荘一

1937年６月18日 社会関係の変遷と所有権の諸相
変質者

法学部教授石田又次郎
医学部教授三浦百重

1938年６月18日 人造繊維の発達と将来の展望
産土

工学部教授桜田一郎
文学部教授原随園

1939年６月18日 代用品と其の資源
現下の戦争と国内革新の諸問題

理学部教授小松茂
経済学部教授石川興二

1940年６月18日 我が国体と政治の組織
規那樹の伝来と其栽培状況

法学部教授牧健二
農学部教授沼田大学

1941年６月18日 邦人の創製したる薬に就て
電子顕微鏡の発達

医学部教授高木誠司
工学部教授加藤信義

1942年６月18日 哲学について
原子核探求と諸科学技術

文学部教授田辺元
理学部教授荒勝文策

1943年６月18日 民族の問題
栽培小麦の起原

経済学部教授高田保馬
農学部教授木原均

1944年６月18日 戦後計画に就て
耳の機能と航空

法学部教授黒田覚
医学部教授星野貞次

注）『記念祝式関係書類』『京都日出新聞』より作成。1933年および1945年は中止。
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われるようになった。1910年以降は７月13日に

開催されるようになり、1919年４月24日の評議

会で全学的な卒業式の廃止が決定されるまで毎年

７月13日に開催された（53）。

　さて、1907年の卒業式廃止に伴い祝日式は翌年

以降開催されなくなった。もともと祝日式は卒業

式と創立記念という２種類の式典を統合した式で

あったが、卒業式が独立して開催されるようになっ

ても、創立記念を何らかの式典として執り行うこ

とはなかったようである。創立記念の式典は1908

年以降、1922年の創立25周年記念式典までの間、

挙行されたのかさえ不明である。同時期の『記念

祝式関係資料』でも儀式めいた式は見られない。

1920年３月１日の新聞報道によれば、当日開催さ

れた記念講演会と来賓が参列する祝賀晩餐会を一

括して記念式と呼称しているが、これらの一連の

催しを京大が創立記念の式と認識していたのかど

うかは不明である。

　京都帝国大学祝日は 1911 年の通則改正（達示

第８号）により４月１日から３月１日へ変更され

た。前述のとおり式典の開催は確認できないが、

学内観覧と記念講演会は３月１日に開催されるよ

うになる。だが学内観覧は1912年の開催を最後に、

1922年に創立25周年記念事業で復活するまで開

催されない。その理由は不明だが理工科大学本館

の火災が一つの契機となったことは確かだろう。

正門南側に位置し京大のシンボル的建物でもあっ

た理工科大学本館（1899年竣工）が、1912年10

月21日深夜に発生した火災により煉瓦造りの外壁

のみを残して教室や実験室等を悉く焼失した（54）。

翌年の学内観覧は火災の後始末等が未了という理

由により、評議会で中止が決定された（55）。正門前

の当時の様子について「荒寥寂漠の感（56）」が漂う

ほどであったと伝える資料も見られる。

　その後も1922年まで学内観覧が実施されなかっ

た理由は何か。1908年の学内観覧では医科大学法

医学教室は教室内には別段観るものはない、教室

の整理に差支えがある、などとして不参加を表明

している（57）。学内観覧開催のためには展示品を陳

列し、説明や解説、監視の人員を配置し、場合によっ

ては実験を披露することもあったため、各講座へ

の負担は少なくなく実施に消極的な講座もあった

ようである。火災発生以前から開催に向けて足並

みが揃っていた訳ではなかった点も、学内観覧が

速やかに再開されなかった理由と考えられる。

３．４月学年始期制
３-１　創立25周年記念式と永年勤続職員表彰

　1918年12月に大学令が公布され帝国大学以外

の官立単科大学や公私立大学が認められるように

なると、高等教育を取りまく環境は大きく変わった。

それに伴い京大では、入学・卒業、学位の諸制度

が変更され教授停年制が導入されるなど1910年

代から1920年代にかけて学内制度や組織改編が

活発に進められた。学年暦に関しても、高等教育

機関卒業者の在学年限短縮を進める教育改革の流

れの中で、1921年から高等学校入学が９月から４

月となったのを受けて（58）帝国大学も1921年から

４月入学となった。京大も 1921 年１月の通則改

正（達示第２号）で「学年ハ四月一日ニ始リ翌年

三月三十一日ニ終ル」と定められた（59）。

　1921 年度から学年暦が４月に改まると、1922

年２月の通則改正（達示第５号）で京都帝国大学

記念日は創立日である６月18日に改定された。な

お、1922年の達示第５号は即日施行であったため、

1921年度の学年暦には３月１日の京都帝国大学記

念日が存在しなくなったことになる。

　京大は1922年に創立25周年を迎えるが、同年

６月18日には午前10時から本部北側広場に新設

された会場で創立25周年記念式典が実施された。

式典では総長式辞演説、勤続者表彰、文相祝辞、

職員祝辞、卒業生祝辞、学生祝辞等が執り行われた。

荒木寅三郎総長の式辞では創立以来の25年間の歩

みを振り返り、農学部開設が確定し７学部を有す
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る総合大学となった現在、講座数、教官数、学生数、

土地面積、予算などいずれも創立時に比べて隔世

の感があると述べている。また創立から25年間は

大学としての形態の整備が優先されたが、これか

らの25年間は内容の充実が優先される時期だとい

う（60）。式典当日には学生生徒へ園遊会券と後述の

記念絵葉書が配布され（61）、本部構内には園遊会場

が６箇所設置された。ビールや日本酒、関東煮、

寿司、アイスクリームなどの模擬店もあり、来賓、

教授、学生たちで大変賑わったようである（62）。

　先に述べたように創立25周年記念式典では初め

て勤続者表彰が実施されたが、勤続者表彰の対象

者は次のような手順を経て選定された（63）。まず

1922年年明けに庶務課では学内各学部と本部に在

籍する勤続20年以上の職員の調査を開始している。

調査の対象は教官や事務官、嘱託、雇員など全て

の職員に及び、調査の結果勤続20年以上の者50

名を抽出した。この中から判任官以下で勤続年数

が最長の24年や23年に達していた７名を表彰対

象に決定している【表３】。創立25周年記念式典

当日、７名にはそれぞれ総長名の褒状とともに賞

与金50円が与えられた（64）。

　７名は「雇員」や「傭人」という職位に区分さ

れる者たちであった。当時の京大の構成員（職員）

は、高等官である勅任官（総長、分科大学長等）

や奏任官（教授、助教授、附属図書館長等）の数

は大変少なく、判任官以下（判任官である書記（事

務官）および助手（教務官）、嘱託員（嘱託医員、

嘱託講師等）、雇員、傭人）が圧倒的多数を占め

ていた。永年勤続者表彰は判任官以下のすべての

職員を対象とした点において、大学構成員の業務

に広く目配りをした取り組みだったと言えよう。

３-２　25年の歴史をまとめる試み

　創立25周年記念事業では、出版や沿革史編纂を

行うことも検討されていた。式典の内容や記念事

業の検討を行っていた創立25周年記念式相談会で

は、1922年４月時点で「記念出版ハ不可ナリ　但

予算ガ許セバ沿革史出版ノ事」という方針をとっ

ていた（65）。沿革史編纂は創立10周年の際には見

られなかった動きであり、創立25周年は大学が自

らの歴史を振り返る時機と捉えられたのだろう。

　また、創立25周年記念式相談会では適当な記念

物を配布することも検討され、創立以来の主な出

来事や総長および教授の変遷をまとめた「簡単ナ

ル二十五周年史」や、京大構内の写真を来賓等へ

配布することとなった。記念事業の準備委員とし

て４名からなる沿革概要調査係も設けられており、

「簡単ナル二十五周年史」の準備にあたったと思

われる。

　しかし予算面で問題が発生したのかは不明だが、

結果的に沿革史は編纂されず、記念物である「簡

単ナル二十五周年史」も確認できない。『記念祝

式関係書類』には「簡単ナル二十五周年史」の準

備過程とも見られる文書があり、京大の沿革、講

座数・教官数・学生数・建物坪数・敷地坪数・経

費について、1897年（創立時）、1899年（法科及

医科大学増設時）、1906 年（文科大学増設時）、

1919 年（大学令改定時）、1922 年６月（創立 25

周年時）の状況がそれぞれまとめられ、創立以来

の卒業者数、歴代総長の氏名と在任期間も整理さ

れている。何らかの取り組みがあったことは確認

できるが、実際に完成したのかは不明である。なお、

記念物として検討された写真については、京大構

内を撮影した記念絵葉書（９枚一組）が作成された。

表３　第１回永年勤続表彰の対象者
氏　名 職　種 採用日

笹岡民次郎 司　書 1897年７月１日
椹木信三郎 書　記 1898年５月30日
清水　規明 書　記 1898年９月２日
山岡亮三郎 書　記 1898年12月23日
梶山　　主 雇 1898年12月10日
槙村　雅吉 職　工 1898年９月５日
織田安之助 職　工 1898年11月19日

注）『記念祝式関係書類』より作成。
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３-３　楽友会館建設

　創立25周年記念事業では卒業生有志による記念

建造物の建設が計画された。記念建造物建設計画は、

もともと創立25周年の前年の1920年に、法学部

と経済学部の教官たちの間で記念事業として法律

経済に関する図書館建設の動きがあり、この計画

を知った岡本一郎（書記官）と本野亨（工学部教授）

が全学的に記念事業を興すことを発案したことに

始まる（66）。そこで京大出身の教官が集まり記念事

業を奨学資金や救済事業のような無形のものか、

図書館や集会所のような有形のものにするか検討

した結果、前者に決定した。次に学外の卒業生も

加えて計画を検討した結果、学生集会所が手狭で

不便を感じるため、講演会、卒業生や関係者の会

合や会食、宿泊等ができる記念会館を大学構内に

建設して大学に寄附することが決まったという（67）。

　学生集会所（1911年竣工、木造２階建）は当時

第三高等学校校内の南端にあり、会合室や談話室、

大広間などを備え、職員や学生生徒、卒業生およ

び同伴者等が利用することができたが、京大の施

設である以上その運用の権限は国が有する。卒業

生らの計画は、募金で建設することでより自由に

運用することが可能な新しい交流施設を目指して

いた。

　記念事業に関する事務は学内に設けられた創立

25周年記念事業事務所が担当し、庶務や経理など

は発起人である卒業生等が担った。卒業生や大学

関係者を中心に、建設に必要な資金約30万円を集

めるための募金が行われ、出資者は3,600名に及

んだ（68）。建物の設計は内務省技師から京大工学部

助教授に任用されたばかりの森田慶一が担った。

３-４　大学の祝日と園遊会

　1924年６月には学友会から京都帝国大学記念日

における全学的な園遊会挙行の希望が大学へ寄せ

られ、評議会が開催を許可している（69）。同月18

日には農学部開設に伴い新設されたグラウンドを

会場として、学友会主催の園遊会が開催された。

しかし、翌年３月学友会代議員は６月半ばは梅雨

時でさらに学期末であるという理由から京都帝国

大学記念日の変更を評議会へ願い出ており、変更

案として５月18日を提示した。４月の評議会で学

友会の申し出を検討した結果、通則は改正しない、

すなわち６月18日を変更せずに５月第３日曜日を

新たに大学の祝日とすることに決定した（70）。

　こうして 1925 年から５月第３日曜日に創立記

念の祝賀会と学友会主催の園遊会が実施され、６

月18日は従来通りの創立記念講演会と学内観覧が

開催されるようになる。1925年５月17日には創

立記念祝日祝賀会と園遊会に加えて、その直前に

竣工した楽友会館（71）祝賀会も挙行されている。

楽友会館は、会員相互の親睦を深めるための同窓

会館として祝賀会当日に開館し、６月から利用に

供された（72）。

　1926年以降も５月17日には創立記念祝日祝賀

会と園遊会が開催され、祝賀会では総長式辞、教

官総代の祝辞、学生総代の祝辞、卒業生総代の祝辞、

有志の祝辞などが執り行われた。園遊会の会場は

グラウンドであったが、1929年には酒類提供の問

題から園遊会が取り止めとなり、５月17日には大

学による祝日記念式が本部本館（現在の創立百周

年記念時計台）の２階大ホールで開催されるよう

になる。

　祝日記念式の次第を見ると教授感想談という新

しい取り組みが見られる。教授感想談とはその年

に定年退職する教授の中から学生課長が依頼した

１名もしくは数名の教授が登壇し、思い出話を披

露するものであった（73）。祝日記念式全体のタイム

スケジュールが判明している1930年の場合、君

が代奏楽（３分）、総長挨拶（10分）、学生祝辞（５

分）、教授感想談（登壇者４名、80分）、音楽演奏

（12分）、京都帝国大学万歳三唱（時間の記載なし）

とあり（74）、式典の大半は教授感想談の時間であっ

た。式典の後に人形芝居や能楽、狂言など余興も
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催されていることから、園遊会のような娯楽的要

素を含んだ和気靄々とした式であったと推測され

る。

　また 1927 年には卒業式が復活し、年度末の３

月30日に本部本館の大ホールで挙行されるように

なった（75）。卒業式は創立以降、廃止と復活を繰り

返してきたが、1927年以後は毎年実施されている

ことから、この時期にようやく制度的に安定した

と言えるだろう。

　園遊会も 1931 年に復活し、５月第３日曜日に

は創立記念祝日祝賀会と園遊会、本来の創立日で

ある６月18日には学内観覧と創立記念講演会とい

う、1920年代に生まれた分割開催方式が定着して

いった（76）。

　祝日記念式は、やがて戦争による国家統制が厳

しくなるにつれて儀式的、形式的側面を重視した

内容へと変容する。1938年５月26日の評議会決

定では時局により創立記念式典後の余興廃止が決

定され、新たに式典前に永年勤続者表彰式（勤続

20 年以上および 30 年以上の判任官以下を対象）

を実施することが決定した。創立25周年の際に行

われた永年勤続者表彰は翌年以降実施されていな

かったが、余興廃止の代替のような形で1938年

に復活したことになる。また、６月１日の創立記

念準備打合せ会では５月第３日曜日と６月18日に

分けて実施していた記念事業を、６月18日に一括

して実施することも決定された（77）。以後、敗戦を

迎えるまで６月18日には祝賀会や園遊会の要素を

排した厳粛な式典と学内観覧、創立記念講演会が

開催されるようになる。

おわりに
　本稿の目的は、明治・大正期を中心に京大の創

立記念式と卒業式が制度的に確立していく過程を

明らかにすることであった。その結果、特に創立

記念式は日程が何度も変更され祝意の表出方法も

一様ではないことが分かったが、その理由として

学年暦における学年始期の変更や学内構成員の意

向があったことが指摘される。変更の経緯を改め

て整理すると、京都帝国大学創立記念祝日が６月

18 日（1898 年〜 1904 年）、京都帝国大学祝日が

４月１日（1905 年 〜 1910 年）お よ び３月１日

（1911年〜1921年）、京都帝国大学記念日が６月

18 日（1922 年以降）となり、日付に加えて名称

も度々変化が見られる。このうち京都帝国大学祝

日（４月１日）と京都帝国大学記念日（６月18日）

は学年始期の変更により改正されており、学年暦

の学年始期と創立記念式の日付には一定の関係が

見られると言える。ただ、３月１日を京都帝国大

学祝日とした背景は資料では確認できず、不明な

部分も残る。

　創立記念のあり方や祝意の表現方法に関しても、

創立記念と卒業式を統合した形（京都帝国大学祝

日式）もあれば、６月18日を記念日としながら新

たに創立記念のための祝日を５月第３日曜日に設

定する分割開催の形もあり、かなり柔軟な解釈が

あり得たようである。1920年代前半には、新たに

設けられた創立記念の祝日を全学的に楽しむ取り

組みとして園遊会が誕生する。職員、学生、卒業

生相互の交流を深めるような機運が高まった時期

でもあり、同時に式典や関係行事が毎年のように

行われ創立記念の行事が制度的に確立していく時

期であった。ただし1910年代前後から十数年間

は記念式典の開催さえ確認できず、また創立25周

年の際になぜ様々な記念事業を展開する機運が高

まったのかという点は本稿では検討できず課題を

残した。

　卒業式については創立記念のような学年始期の

影響は見られず、総長の意向や高等教育制度の改

革の影響を受けて廃止や再開を繰り返していた。

それは帝国大学で学業を修めることの意義やあり

方が学内外から常に問われ続けていたことを意味

するのではないだろうか。

　入学宣誓式が京大における学業の開始を意味す
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るのに対し、創立記念や卒業式は大学にとっては

創立の意義や大学教育の功績といった「成果」を

可視化する場でもあった。明治・大正期における

創立記念と卒業式の確立過程は必ずしも一致する

ものではないが、制度的確立が見られるのはどち

らも1920年代後半であったと考えられる。

［註］
（１）東京大学百年史編集委員会編『東京大学百年史　

通史１』（東京大学、1984年）611-614頁。

（２）同上『東京大学百年史　通史１』607頁。

（３）京都大学百年史編集委員会編『京都大学百年史　

資料編１』（財団法人京都大学後援会、1999 年）

70頁。

（４）東京大学の場合、法・理・文学部は９月始まり、

医学部は12月始まりであったが、帝国大学は分科

大学通則（1886年）で「学年ハ九月十一日ニ始リ

翌年七月十日ニ終ル」とされ、制度的にも実質的

にも全学的に９月始まりであった（東京大学百年

史編集委員会編『東京大学百年史　資料１』（東京

大学、1984年）628-629頁）。

（５）「明治三十一年　創立記念祝日規程制定並第一回

祝式挙行一件」（『記念祝式関係書類自明治31年至

大正３年』京都大学大学文書館所蔵、識別番号

MP00319）。

（６）同上。

（７）『大阪朝日新聞』1900年７月15日。

（８）『大阪朝日新聞』1901年７月15日、1902年７月

15日、1903年７月15日。

（９）天皇の臨幸が京大で実現しなかった背景につい

ては「天皇制と帝国大学―京都帝国大学を中心と

して―」（河西秀哉『東京大学史資料室ニュース』

第43号（2009年）２頁）参照。

（10）京都大学百二十五年史編集委員会編『京都大学

百二十五年史　通史編』（国立大学法人京都大学、

2022年）43頁。

（11）同上。

（12）1903年の卒業式では総長が各分科大学総代へ卒

業証書を授与した後、恩賜品が授与されたが「式

辞答辞等は一切なく頗る簡古に行はれたり」（『大

阪朝日新聞』1903年７月15日）という。７月卒業

式に対する木下総長の考えは、前年の卒業式に既

に表れていたと見られる。

（13）「明治三十五年　本年ハ都合ニ依リ祝式挙行セザ

ル一件」（前掲『記念祝式関係書類自明治31年至

大正３年』）。

（14）同上。

（15）同上。

（16）『日出新聞』1902年６月19日。

（17）前註13。

（18）1902年10月16日『評議会議事録』（京都大学大

学文書館所蔵）。

（19）京都帝国大学祝日式という名称は『記念祝式関

係書類自明治31年至大正３年』の式次第資料によ

る。資料によっては祝式と記載されている場合も

あるが、1898年から４年間開催された創立記念祝

式と区別するため本稿では特に京都帝国大学祝日

式と記すこととした。

（20）『京都日出新聞』1905年４月２日。

（21）「明治三十八年　四月一日ヲ祝日ト定メ祝式挙行

一件」（前掲『記念祝式関係書類自明治31年至大

正３年』）。

（22）同上。

（23）同上。

（24）『京都日出新聞』1905年４月２日。

（25）前掲「明治三十八年　四月一日ヲ祝日ト定メ祝

式挙行一件」。

（26）前註24。

（27）『大阪朝日新聞』1905年４月３日。

（28）前掲「明治三十八年　四月一日ヲ祝日ト定メ祝

式挙行一件」。

（29）尊攘堂は吉田松陰の遺志を継いだ品川弥二郎によっ

て維新における尊攘の志士の霊を祀り遺墨等を公

開する施設として京都市中に建てられ、品川の死

後京大へ寄贈された際に本部構内に新築された。

1903年に竣工後、例年４月中旬頃に尊攘堂で祭典

が執行されていたが、1905年は京都帝国大学祝日

式の開催を受けて参観者の便宜を図り４月１日に

開催された（『京都日出新聞』1905年３月30日）。
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（30）前註24。

（31）同上。

（32）前掲『京都大学百二十五年史　通史編』40頁。

（33）『木下広次関係文書』Ⅰ－136（京都大学大学文

書館所蔵、識別番号MP70002）。

（34）『日出新聞』1881年６月19日。

（35） 前掲『木下広次関係文書』。

（36）運動大会の教育的側面を評価しつつも、様々な

競技のうち「最も我国民の性格に適当するやの問

題に至りては今日に至る迠未だ充分に之が回答を

与ふる者あるを聞かす」（「陸上競技運動会執行に

関する本旨及方針に付木下総長の演説」（前掲『木

下広次関係文書』）とも木下総長は考えており、国

民皆兵主義を取る国家において運動大会がいかな

る教育的意義を伴うのかという点は、木下自身も

回答を持ち得ず、教育界全体でも同様だったという。

（37）1906年２月27日の祝式委員会で村岡委員長は尊

攘堂、記念運動会、各教室の観覧の３つを来賓向

けの催しとして提案しているが、尊攘堂は木下総

長の通告で中止となり、記念運動会の開催も前年

に続き実現しなかった。教室の観覧も祝式委員会

内に否定的な意見があり一度は中止が決定したが、

創立記念祝日式の前月に実施が決定するなど混乱

を重ねていたと思われる（前掲「明治三十九年　

四月一日祝式挙行一件」）。

（38）前掲「明治三十八年　四月一日ヲ祝日ト定メ祝

式挙行一件」。

（39）同上。

（40）『日出新聞』1906年４月３日。

（41）『日出新聞』1909年４月２日。

（42）『日出新聞』1910年４月２日。

（43）『日出新聞』1911年４月２日。

（44）「明治四十年　四月一日祝式挙行一件」（前掲『記

念祝式関係書類自明治31年至大正３年』）。式辞の

草稿からは京大への入学希望者が少ない現実に木

下が苦慮していた様子もうかがえる。入学者の確

保のため高等学校と帝国大学の制度的、教育的連

続性を強調し、各帝国大学に複数の高等学校を附

属させるという私案を持っていたようであるが、

推敲の段階で私案に関する記述は削除されている。

（45）前掲「明治四十年　四月一日祝式挙行一件」。

（46）1897年10月25日『教育時論』451号、７頁。

（47）『東京朝日新聞』1897年12月16日。京大の通俗

懇談会開催については山本珠美『近代日本の大学

拡張―「開かれた大学」への挑戦―』（学文社、

2020年）参照。

（48）京都帝国大学以文会『以文会誌』第１号（1909年）

119頁。

（49）祝式委員会の活動について1908年以降は不明で

ある。

（50）前掲「明治四十年　四月一日祝式挙行一件」。

（51）同上。

（52）1907年11月11日『評議会議事録』。

（53）1919年に全学的な卒業式が廃止された理由は不

明であるが、他の帝国大学でも同様の措置が採ら

れている（前掲『京都大学百二十五年史　通史編』

92頁）。1920年以降の卒業式は各学部の判断に委

ねられ、工学部電気工学教室のように一部では単

独で卒業式を挙行していたようである（『京都帝国

大学新聞』1927年２月11日）。

（54）『京都日出新聞』1912年10月23日。

（55）1914年２月７日『評議会議事録』。

（56）『学友会誌』第９号（京都帝国大学学友会）27頁。

（57）前掲「明治四十一年　四月一日祝式挙行一件」。

（58）前掲『京都大学百二十五年史　通史編』91頁。

（59）前掲『京都大学百年史　資料編１』88頁。

（60）『日出新聞』1922年６月19日。

（61）「学生生徒ニ記念絵葉書配布ノ件」『記念祝式関

係書類自大正11年至大正15年』（京都大学大学文

書館所蔵、識別番号MP00322）。

（62）前註60。

（63）「創立二十五周年記念式相談会」（前掲『記念祝

式関係書類自大正11年至大正15年』）。

（64）「表彰者ヘ通知ノ件」（前掲『記念祝式関係書類

自大正11年至大正15年』）。

（65）「創立二十五周年記念式相談会」（前掲『記念祝

式関係書類自大正11年至大正15年』）。

（66）記念建造物建設計画の発起人として18名の卒業

生が見られる。岡本や本野以外に西内貞吉（理学

部教授）や烏賀陽然良（法学部教授）など当時京
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大に在職していた者も含まれている（『京都日出新

聞』1921年２月６日）。

（67）『京都帝国大学新聞』1925年４月15日。

（68）『京都帝国大学新聞』1925年５月15日。

（69）1924年６月５日『評議会議事録』。

（70）1925年４月23日『評議会議事録』。

（71）創立25周年記念建造物は竣工後、荒木総長によっ

て楽友会館と命名されていた（『京都帝国大学新聞』

1925年５月15日）。

（72）『京都帝国大学新聞』1925年６月１日。

（73）『京都帝国大学新聞』1930年５月５日。

（74）「祝賀会次第」『記念式関係書類自昭和２年至昭

和８年』（京都大学大学文書館所蔵、識別番号

MP00323）。

（75）『学報』1927年３月29日。なお卒業式復活の理

由は不明であるが、農学部による卒業式挙行希望

の申し出により1926年10月の評議会で卒業式復

活が協議され、12月の評議会で毎年３月30日に式

を挙行することが可決されている。

（76）1933年と1945年には学内観覧と創立記念講演

会が中止されている。前者は滝川事件による学内

混乱のため（『学報』1933年６月15日）、後者は当

日朝に空襲警報が発令されたため総長の命令で中

止となった（『記念祝式関係書類自昭和19年５月

至同26年６月』京都大学大学文書館所蔵、識別番

号MP00327）。

（77）「昭和十三年創立記念日準備打合会」（前掲『記

念式関係書類自昭和２年至昭和８年』）。
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